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巻
頭
言

龍
谷
仏
教
学
会

会
長

神
子
上

恵
生

こ
の
『
悌
教
学
研
究
室
年
報
』
は
、
本
学
大
学
院
の
仏
教
学
専
攻
の
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
、

自
主
的
に
出
版
を
続
け
て
き
た
学
術
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
『
悌
教
学
研
究
室
年
報
』
の
刊
行

が
、
こ
こ
に
一
一
号
を
迎
え
た
こ
と
を
、
関
係
諸
氏
と
共
に
慶
び
た
い
。

さ
て
、
一
二
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
我
が
国
の
学
聞
は
、
自
然
科
学
、
人
文
科
学
を
問
わ
ず
、

大
き
な
危
機
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
る
。
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
学
問
の
あ
り
方
を
再
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
思
え
ば
仏
教
は
、
様
々
な
地
域
や

社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
心
を
支
え
、
生
の
根
幹
と
な
っ
て
き
た
。
仏
教
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

は
、
か
か
る
生
き
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
仏
教
学
の
精
髄
は
、
「
学
仏
大
悲
心
」

に
あ
る
と
信
じ
て
や
ま
な
い
。

本
号
に
は
、
四
本
の
論
文
と
一
本
の
翻
訳
研
究
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
論
文
を
執

筆
し
た
玉
名
の
学
的
向
上
心
を
是
と
し
つ
つ
、
今
後
一
層
の
努
力
研
鎖
に
励
ま
れ
ん
こ
と
を
望

み
な
が
ら
巻
頭
の
言
葉
に
か
え
た
い
と
思
う
。

平
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一
三
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O
O
こ
年
三
月
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88 院生会会員研究発表題目

院生会会員研究発表題目

199 7年度院生会会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会 第48回学術大会》

6月21日・ 22日於大谷大学

-岡本健資 Asokavαdanaにおける布施について

・長崎 陽子 Mahayanαsiitralαmkaraにおける悲について

・小山 昌純 『横川首携厳院二十五三昧式』流布本の疑義について

《修士論文中開発表会》

1 0月23日 於大官学舎北餐203教室

-香川 正修 中国における『観無量寿経』解釈の研究

・李 胤沃世親唯識における識転変説の研究

-前田 幸子 唯識思想における末那識説の研究

・佐長 道亮唯識説における四分論の研究

-中山 正見 日本浄土教における善導教学の受容と展開

1 0月24日 於大宮学舎北鍵202教室

・兼頭美江仏陀の呼称に関する一考察

一特にナーガをめぐる問題を中心にして-

・西野 健高島国における護国思想、の研究

ートルファン出土漢文『仏説仁王護国般若波羅蜜多経』断片資料をもとに-

・那須真裕美 Bhavivekaの二諦説の研究

-林 美希インド仏教における信の研究



龍谷大学悌教学研究室年報第 11号 2001年 3月

1 998年度院生会会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会 第49回学術大会》

9月5日・ 6日於鶴見大学

・那須真裕美 Bhavivekaの二諦説について

・井上 陽 navαkαrrnikαと呼ばれた出家者

・岡本 健資 Divyαavadaηα のおけるアショーカ王の布施と誓願に

ついて

-多田 修円成実性の有為・無為をめぐる問題考

一慈恩基の著作を通して-

・小山 昌純 『観音玄義』の教判について

一『法華玄義』教相段との比較を通して一

《日本仏教社会福祉学会 第二十三回学術大会》

9月 13日於立正大学

・長崎 陽子 仏教社会福祉の主体契機について

《修士論文中開発表会》

1 0月 19日於南餐204教室

・井上博文パーリ『浬繋経』における諸問題

・岸本正義 大乗仏教における福田思想、の研究

1 0月22日於南餐204教室

-山田 陽道 『観経疏妙宗紗』における念観思想の研究

・篠原 厚子 空海における三大円融思想、の研究

-孫 優著唯識三十煩における修行階梯としての五道説の研究

1 0月23日於南曇204教室

・棲井 良彦 D harmakirtiのSvabhavahetuとApoha論の研究

・佐長道亮唯識説における四分義の研究

・江坂信幸五重唯識観の研究
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90 

《密教図像学会 第 18回学術研究発表会》

1 2月5日於金津文庫

院生会会員研究発表題目

・井上 陽カーピシー出土仏像に見られる焔肩の意味

《平成 10年度 龍谷仏教学会学術研究発表会》

1 2月15日 於大宮学舎西農大会議室

・長崎 陽子戒賢『仏地経註』における四無量心について
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199 9年度院生会会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会 第50回学術大会》

9月9日・ 10日於龍谷大学

-井上博文ブッダの般浬繋について

-棲井 良彦 ダルマキールティの概念論

-孫 優著安慧釈における『唯識三十頒』の最後の五頒と五道との

対応

・那須真裕美 チャンドラキールティのvyavahara

・井上 陽仏塔に関わった出家者

-岡本健資 アヴァダーナ文献における授記

・香川 真二 『郁伽長者所閉経』における五戒

・多田 修唯識説における三性と五事との関係

・中塚 浩子 密教における金剛薩雄について

《日本仏教社会福祉学会 第34回学術大会》

九月十二日 於淑徳大学

長崎陽子 大乗仏典よりみた仏教福祉的援助関係

《修士論文中開発表会》

1 0月 19日於北餐203教室

-伊藤建成法称における「為他比量」論の研究

・佐々木紀彦 慈恩基における『法華経』解釈の研究

・高橋 史佳 弥鞘下生経における浄土観の研究

-磯漣 友美 ネパール仏教におけるヴアジュラーチャーリヤの研究

一出家者不在の仏教について一

・早川 貴司 法雲の『法華義記』の研究

1 0月21日於北餐204教室

・今井光信般若経における菩薩行の研究

一特に不退転を中心にして-



92 院生会会員研究発表題目

-大関康史人格主体(pudgala)を巡る論争

・中島 憲雄 阿毘達磨論書における十二縁起説の教理と変遷

・管 知尚僧肇の空思想、をめぐる諸問題

1 0月22日於北餐203教室

・文谷 将敬 『華厳経』における蓮華蔵世界の研究

・岩田 朋子 仏教文献に見られる出家者の住処

・関 ;柄南 ダルマキールティにおける直接知覚理論の研究

・種村元智 唯識説における種子薫習論の研究

《平成11年度龍谷仏教学会学術研究発表会》

1 2月 15日 於西養大会議室

-井上博文ニカーヤに説かれるマーラ
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2000年度院生会会員研究発表題目

((パーリ学仏教文化学会第14回学術大会》

5月27日於花園大学

-岡本健資 チベット訳クナーラ王子の物語について

・井上博文パーリ『浬繋経』に説かれるマーラ

《北陸宗教文化学会第7回学術大会》

7月8日於兼六荘

-井上 陽 ヴ、ィディシャ一周辺のストゥーパ遺跡について

《日本印度学仏教学会第51回学術大会》

9月2日・ 3日 於東洋大学白山キャンパス

出家者の住処としての洞窟

ノ《ーリ『浬繋経』と第一結集の関係

衆同分について

WJI頃正理論』における四諦説の研究

93 

-岩田朋子

・井上博文

・棲井良彦

・孫 優著

・山田 陽道 『観経疏妙宗紗』における「約心観仏J・「即心念仏」の

語義について

・那須真裕美 BhavivekaとJnanagarbhaの二諦説の関連について

・岡本健資 チベット訳クナーラ物語

- ku-na-lα宅付ogs-pαbrjod-pα一

・多田 修唯識種姓説における不定種姓の問題

・中塚 浩子 「理趣広経」における金剛薩埠について

《修士論文中開発表会》

1 0月 19日於東餐204教室

・坂東顕乗原始仏教における解脱の研究

・文谷 将敬 『金剛碑論』撰述再考一澄観教学との比較において一

・伊藤嘉浩ブ、ツダゴーサのsamadhi解釈



94 院生会会員研究発表題目

-森下知美飛鉢の研究

-山方琴美敦燥における在家者の仏教

・小池清廉 仏教倫理から見た自殺、安楽死、尊厳死問題

一阿含、ニカーヤ、律を中心に一

1 0月24日於東養306教室

-網干 泰弘 『法苑義林章』における四食論の研究

・北塔愛美子 『融通園門章』における往生思想の研究

・中山 亮道縛の浄土教思想、の研究

-洪 標娼四明知礼の念仏思想の研究

-安閑 明頼浄土経典における本願思想、の研究

一漢訳『平等覚経』・『大阿弥陀経』を中心にして一

・今井 光信般若経における四行位の研究

《平成 12年度龍谷仏教学会学術研究発表会》

1 2月 19日 於龍谷大学大宮学舎西磐大会議室

・井上博文薬王菩薩をめぐる問題

・棲井良彦 abhinna sabhagataとbhinnasabhagata 
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院生会会員発表論文

199 7年度院生会会員発表論文

-岡本 健資 r Asokiivαdiinaにおける布施について」
『印度学仏教学研究』第46巻第2号 1998年 3月

・長崎 陽子 rMαhayanαsutralarp，karaにおける悲についてJ

『印度学仏教学研究』第46巻第2号 1998年 3月

・小山 昌純 rw横川首楊厳院二十五三昧式』流布本の疑義について」
『印度学仏教学研究』第46巻第2号 1998年3月

1 998年度院生会会員発表論文

-中塚 浩子 rw一切悪趣清浄経』の説相と金剛薩堆J
『龍谷大学大学院研究紀要』第20号 1999年 1月

rw一切悪趣清浄経』の註釈に見る金剛薩埠」
『仏教学研究』第55号 1999年 3月

・井上 陽 rnavakα門nikαと呼ばれた出家者J

『印度学仏教学研究』第47巻第2号 1999年 3月

・岡本 健資 「アショーカ王の布施J

『龍谷大学大学院研究紀要』第20号 1999年 1月

95 

r Divyavadanαにおけるアショーカ王の布施と誓願についてJ
『印度学仏教学研究』第47巻2号 1999年3月

-多田 修 「円成実性の有為・無為をめぐる問題考一慈恩基の著作を

通して一J~印度学仏教学研究』第47 巻第 2 号 1 999年

3月

・那須真裕美 rBhavivekaの二諦説について」

『印度学仏教学研究』第47巻第2号 1999年 3月

「中期中観派の二諦説



96 院生会会員発表論文

一勝義へ志向させる方法論を中心に-J

『仏教学研究』第55号、 1999年 3月

1 999年度院生会会員発表論文

-中塚浩子 iW理趣広経』における金剛薩埠についてJ

『印度学仏教学研究』第48巻第2号 2000年3月

-井上 陽 「仏塔建立に関わった比fr.比丘尼」

『龍谷大学大学院研究紀要』第21号 1999年 12月

「カーピシー出土仏像にみられる焔肩の意味J

『密教図像』第 18号 1999年 12月

「イム塔に関わった出家者」

『印度学仏教学研究』第48巻第2号 2000年 3月)

-岡本健資 「クナーラ王子の物語

-ku-na-lα'i rtogs-pαbrjod-pα試訳 (1)-J 

『インド学チベット学研究』第4号 1999年 10月

「アヴァダーナ文献における授記」

『印度学仏教学研究』第48巻第2号、 2000年 3月

-香川| 真二 iW郁伽長者所閉経』における五戒J

『印度学仏教学研究』第48巻第2号、 2000年3月

-多国 1疹 「唯識説における=性と五事との関係」
『印度学仏教学研究』第48巻第2号、 2000年3月

-那須真裕美 i Prajnapradipα-tika第24章の試訳J

『龍谷大学大学院研究紀要』第21号 1999年 12月

「チャンドラキールティのvyavaharaJ

『印度学仏教学研究』第48巻第2号 2000年3月

-井上博文 「ブッダの般浬繋について」

『印度学仏教学研究』第48巻第2号、 2000年 3月

-棲井良彦 「ダルマキールティの概念論j

『印度学仏教学研究』第48巻第2号 2000年3月

-孫 傭著 「安慧釈における『唯識=十頒』の最後の五煩と五道の対応」

『印度学仏教学研究』第48巻第2号 2000年3月
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2000年度院生会会員発表論文

-中塚 浩子 rr理趣広経Jにおける金剛薩堆についてJ
『印度学仏教学研究』第49巻第 1号 2000年 12月

・井上 陽 「ヴ、ィディシャ一周辺のストゥーパ遺跡について」

『北陸宗教文化』第 13号 2001年 3月

・岡本 健資 「チベット訳クナーラ王子の物語についてJ

『パーリ学仏教文化学』第 14号 2000年 12月

「チベット訳クナーラ物語-ku-na-la 'i rtogs-pαbヴod-pa-J

『印度学仏教学研究』第49巻第2号 2001年 3月

-多国 修 「唯識三性説における五事との関係考j

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第22集 2000年 12月

「唯識種姓説における不定種姓の問題J

『印度学仏教学研究』第49巻第2号 2001年 3月

・那須真裕美 r Prajniipradipα-fikii第 24章の試訳 (2)J
『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第22集2000年 12月

iB凶vivekaとJnanagarbhaの二諦説の関連についてJ

『印度学仏教学研究』第49巻第 1号 2000年 12月

・井上 博文 「パーリ『浬繋経』に説かれるマーラ」

『パーリ学仏教文化学』第 14号 2000年 12月

「パーリ『浬繋経』と第一結集の関係J

『印度学仏教学研究』第49巻第 1号 2000年 12月

・棲井良彦 iDharmakirti， Sakyabuddhi， S加tarak号itaのApoha論J
『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第22集 2000年 12月

「衆同分についてj

『印度学仏教学研究』第49巻第 1号 2000年 12月

・孫 傍若 「原始仏教における四諦説の研究-集諦を中心として-J

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第22集 2000年 12月

r~順正理論』における四諦説の研究J

『印度学仏教学研究』第49巻第 1号 2000年 12月

・山田 陽道 í~観経疏妙宗紗』における「約心観仏」・「即心念仏J の語義

についてJ~印度学仏教学研究』第 49 巻第 1 号 2000年

1 2月



98 院生会会員発表論文

-岩田 朋子 「出家者の住処としての洞窟J

『印度学仏教学研究』第49巻第1号 2000年 12月



龍谷大学悌教学研究室年報第 11号 2001年 3月 99 

編集後記

『龍谷大学悌教学研究室年報』第 11号が漸く完成いたしました。本誌は、

龍谷大学において仏教学を専攻する大学院生がどの様な研究活動をおこなって

いるのかを広く学内外に知っていただくと共に、大学院生、並びに研究生に研

究発表の場を提供しようという趣旨の下に発刊しております。しかしながら本

誌は、発刊にかかる経費のほとんどを、大学院生からの年会費に依存しており

ますので、毎年継続的に発刊できる保証はありません。その為、第11号の発

刊が、j前 10号から数えて4年の聞が開いてしまいました。さらに本誌の刊

行は、 2001年3月31日の予定でしたが、諸般の事情により大幅に遅れてしま

いました。しかしながら、発刊の日付は 2001年3月31日とさせていただき

ます。発刊が遅延しましたことを、関係者の方々、及び執筆者の方々にお詫び

申し上げます。

今回、久々の発刊に際し、第10号発刊時の編集委員でありました長崎陽子

先生(本学非常勤講師)にも原稿の執筆を御願い致しました。ご多忙の中、執

筆を快諾下さいましたことに感謝の念を表します。

(棲井記)

龍谷大学傍教学研究室年報 第 11号

2001年3月31日発行
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飽

谷

大

学

仏

教

学

院

生

会

会

則

第

一

条

第

二

条

第

三

条

第

四

条

第第第

七六五

条条条

第

八

条

第

九

条

第

重量

総

JliI 

本
会
は
、
熊
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
と
称
す
る
.

本
会
は
、
院
生
の
自
治
を
基
本
と
し
て
、
学
問
の
自

由
を
線
設
し
、
総
谷
大
学
仏
教
学
大
学
院
生
の
研
究

活
動
の
向
上
に
努
め
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
、
執
行
部
を
京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮
総
谷

大
学
仏
教
学
研
究
室
内
に
置
く
。

第
二
章

A
E
 

貝

本
会
は
、
次
の
会
員
を
以
て
同
情
成
す
る
。

一
、
正
会
同
総
谷
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻
に
在

錯
す
る
も
の
。

本
会
の
主
旨
に
賛
同
し
、
仕
付
に
本
会

に
認
め
ら
れ
た
も
の
.

二
、
準
会
員

第

耳Z

総

会

総
会
は
、
本
会
の
患
官
同
議
決
機
関
で
あ
る
。

総
会
は
、
本
会
の
正
会
貝
を
も
っ
て
偶
成
す
る
.

総
会
は
、
正
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
参
加
を
も
っ

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

総
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
次
の
旧
咽
合
に
開

催
さ
れ
る
。

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
四
月
)

二
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

三
、
正
会
員
の
五
分
の
一
以
上
の
連
箸
に
よ
る
要
求

の
あ
っ
た
場
合
。

総
会
に
お
け
る
淡
路
は
出
席
会
員
の
過
半
数
の
同
意

を
必
要
と
す
る
・

第

十

条

第
十

一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
四
章

執
行
筋
役
員

本
会
は
、
次
の
役
買
を
お
く
.

て
①
会
長
一
名
②
副
会
長

一
名
③
会
計
一
名

④
渉
外
一
名
⑤
書
記
一
名
⑤
会
計
監
査
一
名

⑦
文
学
郎
院
生
協
総
会
代
表
委
員
二
名

二
、
た
だ
し
、
①
、
③
以
外
の
兼
任
は
こ
れ
を
妨
げ

な
L

会
長
は
、
会
員
の
推
薦
に
よ
り
総
会
の
承
認
を
得
る
。

又
、
役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
正
会
員
よ
り
選
出
す

る。

.

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
執
行
部
は
統
指
す
る
。

役
貝
の
任
期
は
一
年
と
し
、
重
任
は
妨
げ
な
い
・

第
五
車

事

業

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
為
、
次
の
事
業

を
行
う
。

て
研
究
発
表
会
、
講
油
例
会
等
の
開
催
並
び
に
そ
の

同盟助。

二
、
出
版
物
の
刊
行
。

三
、
会
員
親
胞
に
関
す
る
製
薬
。

第
十
四
条
一
、
二
、
の
事
業
に
関
し
て
は
次
の
と
お

り
に
行
う
。

一
、
原
則
と
し
て
正
会
員
は
、
年
一
度
研
究
発
表
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
発
表
の
場
と
し

て
定
例
研
究
発
表
会
を
行
う
も
の
と
す
る
.

二
、
研
究
発
表
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
に
行
う
.

ィ
、
修
士
課
程
{
以
下
M
と
略
す
二
年
は
、
一
年

間
を
発
表
猶
予
期
間
と
み
な
し
、
翌
年
度
初
頭

に
お
け
る
研
究
経
過
報
告
会
に
て
発
表
を
行
う

も
の
と
す
る
。

口、

M
二
年
以
上
は
、
修
士
論
文
提
出
前
に
行
う

中
間
発
表
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
・
但
し
、
該
当
年
度
の
論
文
提
出
を
行

わ
な
い
も
の
も
、
研
究
経
過
の
発
表
を
も
っ
て

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
・

ハ
、
問
土
後
期
過
程
(
以
下
D
と
略
す
)
は
、
何
等

か
の
研
究
鐙
総
に
活
字
化
さ
れ
た
論
文
の
発
表

を
行
う
・

ニ
、
但
し
、

D
一
年
は
、
修
士
論
文
要
約
(
『
大

学
院
紀
要
』
に
回
向
融
制
分
)
を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
.

三
、
第
十
四
条
こ
の
内
、
年
一
回
は
、
研
究
雑
誌
の

品
目
刊
を
行
う
も
の
と
す
る
。
又
、
発
刊
に
際
し

て
は
、
編
集
委
員
会
を
置
き
、
本
会
執
行
部
役

員
を
も
っ
て
こ
れ
を
偶
成
す
る
。

ィ
、
編
集
委
員
の
内
、

編
集
委
員
長

一
名
を
互
選

し
、
委
員
を
統
絡
す
る
も
の
と
す
る
.

口
、
但
し、

編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、

若
干
名
の
委
員
を
、
正
会
員
よ
り
委
貝
長
が
任

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章

A

告
白

ιl 
-'
n
 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三

月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
.

本
会
の
綬
冊
目
は
、
還
元
金
、
会
費
、
寄
付
金
、

お
よ

び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
・

正
会
員
会
費
年
糊

三
、
0
0
0
門

準
会
員
会
費
年
額

一
、
O
O
O
門

本
会
の
決
算
報
告
は
、
監
査
委
員
の
監
査
を
う
け
た

後
、
執
行
部
が
決
算
報
告
衝
を
総
会
に
提
出
し
、
そ

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

{守

l
 

nHn 

一
、
本
会
則
は
、
総
会
の
決
滋
に
よ
り
変
更
す
る
と
と
が
で
き
る
。

二
、
本
会
則
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
範
行
(
平
成
三
年
五
月

一
日
一
部
変
更
)
の
総
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
会
則
の

一
部

を
変
更
し
、
平
成
六
年
四
月
十
八
日
よ
り
施
行
す
る
。
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